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第１章 計画の策定に当たって 

１ 計画策定の背景  

食は、私たち人間が欠かすことのできない命の根源であり、とても大切なもので

す。 

しかしながら、現在の社会経済構造等が大きく変化していく中で、住民のライフス

タイルや価値観、ニーズが高度化・多様化し、食生活を取り巻く環境も変わってきま

した。 

また、日々忙しい生活を送る中で、食の大切さに対する意識が希薄になり、健全な

食生活が失われつつあります。特に、成長期である子どもたちが健全な食生活を実践

することは、健康で豊かな人間性を育んでいく基礎となり、とても大切です。 

こうした中、「食育」という概念が注目され、食を取り巻く課題を幅広い視点で改

善しようという取組がなされています。国では、国民が生涯にわたって健全な心身を

培い、豊かな人間性を育むことができる社会の実現を目指し、平成17年６月に「食

育基本法」を制定しました。 

これに伴い、鹿児島県では「食育・地産地消」を基本とした県民の健康で豊かな食

生活の普及・定着を推進するため「かごしまの“食”交流推進計画（第４次）」を策

定しました。本市においても、国の食育推進基本計画や県の食交流推進計画に沿って、

阿久根市の地域性を生かした「食育」の推進、また地元で作ったものを地元で消費す

る、いわゆる「地産地消」の取組を推進するため「阿久根市食育・地産地消推進計画

（第４次）」を策定し、市民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育

むことができる社会の実現を目指します。 
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２ 食育とは  

生きる上での基本であって、知育・徳育・体

育の基礎となるものであり、様々な経験を通じ

て「食」に関する知識と「食」を選択する力を

習得し、健全な食生活を実践することができる

人間を育てることです。 

 

３ 地産地消とは  

地産地消とは、地域で生産されたものを、地域で消費する（食べる・利用する）こ

とをいいます。昔から「その地域で育まれた旬の農林水産物を食べることが体によく、

おいしい」という考えがあります。生産体験や生産者との交流を通じて、食を知り、

関心を高めることはとても大切です。本市では、旬のおいしさを味わっていただくた

めに、地産地消を推進します。 

地産地消運動は、単に「地場産物の消費拡大運動」という面だけでなく、「産地と

食卓の交流」や「健康的な食生活の実現」、「旬と食文化への理解」、「環境保全」、

「地域の活性化」等、様々な役割を持っています。 

※ 本計画の地場産物とは、出水地域で生産されたものです。 

 

 

 

 

      

 

食文化への理解 地域の活性化 

食の安心・安全 

食料自給率の向上 生産者との結びつき 

環境保全・エコライフ 健康的な食生活の実現 
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４ 計画の位置付け  

本計画は、食育基本法（平成17年法律第63号）第18条第１項並びに地域資源を

活用した農林漁業者等による新事業の創出等及び地域の農林水産物の利用促進に関す

る法律「通称：６次産業化法」（平成22年法律第67号）第41条に規定する地域の

農林水産物の利用についての計画として策定し、「阿久根市まちづくりビジョン」、

「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根市健康増進計画：令和３年３月改定）」、

「第２期阿久根市子ども・子育て支援事業計画」等本市の関連計画と連携を図りなが

ら総合的かつ計画的に食育・地産地消の推進を行います。 

 

５ 計画の期間  

本計画の期間は令和６年度から令和10年度までの５年間とします。 

なお、社会情勢の変化や目標達成状況によって必要に応じた計画の見直しを行いま

す。 
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第２章 食をめぐる現状と課題 

１ 食をめぐる現状  

  食生活の変化 

私たちの食生活は昔と比べて大きく変化しています。昔は、主食の米を中心に

水産物、畜産物、野菜等の多様な副食品が加わった健康的な“日本式食生活”で

した。 

戦後の復興とともに生活環境も豊かになり、必要な栄養を十分に摂れるように

なりました。その反面、ファストフード・コンビニ弁当・スナック菓子等が普及

し、油をたくさん使った料理や肉類を摂るようになったことで、栄養のバランス

が崩れ、肥満や糖尿病等の生活習慣病も増加し、低年齢の子どもまでも高血圧や

肥満等の症状が見られるようになりました。 
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  食料自給率 

現在の日本人の食事は、糖質（炭水化物＝米）の摂取量が減少し、脂質やたん

ぱく質（肉類）の摂取量が増加傾向となっています。結果として、脂質やたんぱ

く質（肉類）を多く含む食品の輸入量も増えています。 

また、食料自給率が低下した要因としては、消費と生産の両面が考えられ、消

費面では、米の消費量の減少等食生活の大幅な変化、生産面では、農地面積の減

少等国内供給力の低下が背景にあります。 

 

【品目別自給率】 
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２ 阿久根市の現状  

「第２次あくね元気プラン改定版（阿久根市健康増進計画：令和３年３月改定）」

に基づく阿久根市の食に関する現状は、次のとおりです。 

  朝食の摂取状況【20歳以上】 

全体では、「ほとんど毎日

食べる」が86.6％と最も多

く、次いで「週４～５日食べ

る」3.4％、「ほとんど食べ

ない」6.1％となっています。 

性別・年齢別では、男女と

もにほとんどの年代で約８割

以上が「ほとんど毎日食べる」

と回答していますが、40代

男性は約７割、20代の女性

では特に低く、約４割となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

  

「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根市健康増進計画）」から引用 
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【朝食の欠食理由】 

全体では、「習慣になっている」が39.5％と最も多く、次いで「時間がない」

が27.9％、「食欲がない」が20.9％、「その他」が4.7％となっています。 

男性は、年齢により食べない理由にばらつきがあります。30代は、「時間が

ない」・「食欲がない」、40代は「食欲がない」・「習慣になっている」とい

う理由が増えています。 

女性は、20代の半数以上が「時間がない」、40～60歳代で、半数以上が「習

慣になっている」と回答しています。 

  

「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根市健康増進計画）」から引用 
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＜朝食の欠食率＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜欠食の理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根市健康増進計画）」から引用 
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ダイエット

0.0%

その他

4.7%

無回答

7.0%

(n=43)
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  食生活で健康のために気を付けていること 

「緑黄色野菜を多く摂る」62.5％が最も多く、次いで「豆、豆製品（豆腐、

納豆等）を積極的に摂る」58.8％、「食事の味付け（塩加減）」57.6％の順で

した。 

「間食（夜食を含む。）を控える」は52.4％、「意識して地場産品（地元で

とれた農水産・畜産物）を利用する」と答えた方は36.3％でした。 

 

＜食生活で健康のために気を付けていること＞ 

 
 

 

「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根市健康増進計画）」から引用 
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36.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

食事の味つけ（塩加減）

果物を積極的に摂る

緑黄色野菜を多く摂る

イモ類を積極的に摂る

牛乳・乳製品を積極的に摂る

豆，豆製品（豆腐，納豆等）を積極的に摂る

サプリメント（栄養補助剤）や健康補助食品を利用する

間食（夜食を含む。）を控える

インスタント，冷凍加工品，惣菜（できあいのおかず）をあまり利用しない

意識して地場産品（地元でとれた農水産・畜産物）を利用する (n=328)

「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根市健康増進計画）」から引用 
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  食生活の改善意欲がある人の割合 

食生活改善の意欲については、全

体では、「はい」が71.3％、「い

いえ」が25.6％となっています。 

「食生活を改善しようという意欲」

は、性別では、男性より女性が高い

傾向です。年齢別では、40代の男

性が最も低く、60代の女性が最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根市健康増進計画）」から引用 
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－食事バランスガイドとは？－ 

１日に「何を」「どれだけ」食

べたら良いかをコマをイメージし

たイラストで示したものです。 

※ かごしま版「食事バランスガイド」

を参考資料に添付してあります。 

  「食事バランスガイド」を知っている人の割合 

全体では、「はい」が38.7％、「いいえ」が57.6％となっています。 

性別でみると、「知っている」の割合が男性は26.1％であるのに対し、女性

は22ポイント高い48.1％となっています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根市健康増進計画）」から引用 
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－メタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群）とは？－ 

心筋梗塞や脳梗塞のような動

脈硬化による病気の危険性が高

い状態で、内臓脂肪型肥満、高

血糖、高血圧、高脂血症のいず

れかを併せ持っている体の状態

のこと。 

  メタボリックシンドロームの認知度 

全体では、「内容まで知っている」が61.9％と最も多く、次いで「言葉をき

いたことがあるが内容は知らない」が33.2％、「知らない」が3.7％となってい

ます。性別での大きな差異はみられず、年齢別では20代女性の認知度が最も低

いです。特定健診の対象である50・60代男性の認知度が50.0％であるため、

さらなる受診勧奨と普及啓発が必要と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根市健康増進計画）」から引用 
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  学校給食における地場産物を使用する割合 

51.1％（令和４年度、食材費ベース） 

学校給食に「顔が見える、話ができる」生産者等による地場産物を使用し、食

に関する指導に「生きた教材」として活用することは、子どもが食材を通じて地

域の自然や文化、産業等に関する理解を深め、それらの生産等に携わる人々の努

力や食への感謝の念を育む上で重要であることから、地産地消を推進する上でも

有効な手段です。 

また、食材の輸送距離に着目したフード・マイレージ  を減少させることは、

食材の運搬時に発生する二酸化炭素の排出が抑制され、環境への負荷軽減にもつ

ながります。 

これらの取組をさらに進めるため、地元食材をふんだんに使った「学校給食地

産地消推進事業」を継続的に実施し、給食を通じた食育を推進します。 

 

 

 

  教育ファームの普及 

食に関する農業体験として、小・中学校において農林水産体験活動に取り組ん

でいます。 

 

 

 

食に関する関心や理解の増進を図るためには、農林水産物の生産に関する体験

活動の機会を提供することが重要です。このため、自然の恩恵や食に関わる人々

の様々な活動への理解を深めること等を目的とし、一連の農作業等の体験の機会

を提供する教育ファームの普及を推進します。 

※１ フード・マイレージとは、食料の輸送量に運輸距離を掛け合わせたもので、数

値が低いほど二酸化炭素の排出が抑制され、環境への負荷が少ないとみなされま

す。 

 

【中学校】 

 農業体験 ３校中１校実施 

【小学校】 

※1 

農業体験 ７校中６校実施 

林業体験 ７校中１校実施 

漁業体験 ７校中１校実施 

（※全９校中２校は休校中。） 
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３ 食をめぐる今後の課題  

  朝食の大切さ 

家庭での食事において、特に問題視されるのが、朝食を摂らないことです。午

前中のエネルギー供給が不十分で、体調不良や集中力の低下を招く等問題点が多

く指摘されており、朝食をきちんと摂る習慣を身に付けることが重要です。 
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  食生活の乱れ 

生活習慣病の原因の中では、食生活の乱れが最も大きなウエイトを占めている

ことが知られています。食生活が欧米化・多様化し、主食である米を中心に水産

物や野菜等多様な副食から構成される「日本型食生活」が崩れてきています。イ

ンスタント食品やレトルト食品、コンビニ食品等は、

私たちに多大な便利さをもたらしましたが、同時に

不規則な食事を加速させました。栄養バランスが崩

れ、肥満が増加し、又は何らかのストレスが加わり

拒食症や過食症等の摂食障害が起きることもありま

す。 

この状況は、大人たちから子どもたちへ大きく影響

し、「食生活」から「日常生活」まで深刻な悪い流れ

を形成しています。食生活の乱れを解決するには、市

民一人一人が「食」を見直していくことが重要となっ

ています。 

 

「早寝早起き朝食」国民運動の推進について 

         

この運動は「望ましい基本的生活習慣の育成」「生活リズム

の重要性の再認識」「地域ぐるみで支援するための環境整備」

「学習意欲・体力・気力の向上を図る」等地域社会・学校・家

庭が一体となって、心身ともに健康な子どもたちの育成を図る

ことを目的とした運動です。朝食をきちんと食べて脳と体にエ

ネルギーを注入しましょう。 
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第３章 計画の推進と取組目標 

１ 食育・地産地消推進運動の展開と推進体制  

食育・地産地消の推進が十分な成果を挙げるためには、市民一人一人が健全な食生

活の実践に取り組むことが必要です。市民が自らの意思で食に関心を持ち、自らが主

役となった食育・地産地消を推進していかなければなりません。 

このため、食育・地産地消推進運動の展開に当たっては、市民一人一人が食育・地

産地消の意義や必要性等を理解し、これに共感するとともに、関係者が食をめぐる問

題意識を共有しつつ、家庭、学校、保育施設、地域等社会の様々な分野において、男

女共同参画の視点も踏まえ、男性も参加して積極的に食育・地産地消の推進がなされ

ることが重要です。市民や民間団体等の自発的意志を尊重するとともに、地域の特性

に配慮し、多様な主体の参加と連携・協力に立脚した市民運動として推進することを

目指します。 

食育・地産地消推進における連携体制のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家  庭 

  ボランティア団体 

地 域 

生産者 

学 校 

保育施設等 

行 政 
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家庭の役割 

家庭は、生涯を通して健全な食生活を実践する基

本となる場です。家族みんなで基本的な生活習慣を

身に付け、食を楽しみながら望ましい食習慣や知識

を習得することで、家族の絆が深まり豊かな人間性

を形成します。 

また、家庭での食育を通して、食事マナーや栄養

バランス、食べ物への感謝の気持ちを育む必要があります。 

○ 早寝早起き朝食運動の推進 

○ 「いただきます」「ごちそうさま」等の食への感謝の心を培う。 

○ 最低１日１回は家族全員で食卓を囲みながら食事をする。 

 

学校・保育施設の役割 

学校及び保育施設は、子どもの健全な育成や

成長に重要な役割を担っており、児童生徒や園

児が、食に関する正しい知識と望ましい食習慣

を身に付けることを実践する場といえます。 

また、家庭や地域に対して学校だよりや給食

だより等食に関する情報を発信するとともに、地域と連携した食育に取り組む必要が

あります。 

○ 食に関する指導内容の充実 

○ 学校給食による地場産物の利用拡大と米飯給食の一層の普及・定着 

○ 保護者への食に関する情報提供の推進   
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地域（ボランティア団体等）の役割 

誰もが健康で生き生きと暮らしていくためには、ボランテ

ィア団体等様々な関係機関・団体との関わりが重要となりま

す。関係機関・団体がそれぞれに

持つ専門性や特徴を生かした食育

推進活動が期待されます。 

 

○ 食育に関する人材の育成 

○ 阿久根の多彩な食文化の伝承 

 ○ 栄養バランスが優れた「日本型食生活」の実践 

                    

生産者の役割 

近年、食品の安全性が重要視される中、生

産地が明らかで生産者の顔が見えるものを安

心して購入できることが求められています。

このような状況を踏まえ、学校、地域等と連

携した農林漁業に関する様々な学習や体験を

通じて、安心・安全を伝えるとともに学び、

地産地消の積極的な推進を役割とします。 

 

○ 農林漁業体験活動の促進 

○ グリーン（ブルー）・ツーリズム  等を通じた都市住民との交流促進 

○ ＧＡＰ  認証商品の推進 

 

※2 

※3 
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行政の役割 

市民の食育推進役として他の行政機関ととも

に、学校、保育施設、地域、関係機関・団体、

生産者との連携を図りながら、地域の実態を把

握し食育の推進を図ります。 

また、「地産地消」を推し進めていく活動と

して、消費者と生産者との「顔が見える」関係

の構築や消費者への理解促進について、地域と

一体となり、積極的に普及啓発していきます。 

 

○ 積極的な情報提供 

○ 多様な関係者との連携・協力の強化 

○ 安定供給を図るための生産者の育成 

 

※２ グリーン（ブルー）・ツーリズムとは、農山漁村地域において自然、文

化、 人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動のことです。主に都市住民が、農業・

水産漁業・加工体験等を通して、農山漁村地域に触れ、住民との交流を行うことを

目的としています。 

※３ ＧＡＰ（Good Agricultural Practice：農業生産工程管理）とは、農業におい

て、食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための生産工程管理の

取組のことです。 
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２ 食に関する体験活動と食育・地産地消推進運動の実践  

食育の第一歩は、市民の食に対する関心と意

識を高め、食に関する理解を深めることですが、

近年の食に対する人の意識は希薄化しています。

その背景としては、多くの人にとって、食が

日々の買い物や食事の対象に過ぎず、いわば最

終消費段階でしか接点のないことが挙げられま

す。 

また、販売形態の変化等により食品購入の現場において消費者への情報提供が行わ

れにくくなってきたことも、食に関する理解が低下している一因といえます。 

このため、食育の推進に当たっては、家庭、

学校、保育施設、地域等社会の様々な分野に

おいて、教育関係者、農林漁業者、食品関連

事業者等多様な主体により、市民が食の多面

的な姿を学ぶ機会が提供され、多くの市民が、

食料の生産から消費等に至るまでの食に関す

る体験活動に参加するとともに、意欲的に食

育・地産地消の推進運動の実践を目指します。  
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３ 食育・地産地消の具体的な取組  

お魚料理教室 

市内各校の生徒や保護者を対象に、阿久根で水揚げされた水産物を使った料理教室

を行っています。地元食材への関心を高めるため、北さつま漁協女性部と協力し、魚

食普及活動の推進をしています。 

 

 

 

 

 

学習田 

６校の小学校で学習田での稲作を行っています。田植えから稲刈りまでを体験する

ことで、食に対する関心を高めるとともに、食べ物を大切にする心を育てています。

地域の方々に協力いただき、子どもも大人も泥だらけになりながら田植えを楽しんで

います。秋には稲刈り体験と、自分たちで作ったおいしいもち米で餅つき大会を行っ

ています。子どもたちが毎年楽しみにしているイベントです。 

 

 

 

 

 

慎重に魚をさばく生徒 

立派に成長したお米の収穫 １株１株丁寧に行った田植え 

魚のさばき方を教わる生徒 
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そば栽培～収穫～そば打ち体験 

保育園児・小学生と地域との共同作業によるそば栽培に取り組んでいます。そばの

種まき、栽培過程の観察、収穫、そしてそば打ち体験を行います。初めて体験する子

どもたちも多く、興味津々で楽しく食育に取り組んでいます。 

農作物の栽培を通して食への関心を高め、自然の恵みに感謝する気持ちを深めてい

ます。食物の生産・加工を体験することにより、食生活は、生産者をはじめ多くの

人々の苦労や努力に支えられていることを実感し、農業の大切さを学ぶことを目的と

しています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③そばの脱穀 ④そば打ち体験 

①そばの種まき ②そばの収穫 
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食育サポーターによる調理加工体験 

身近にある味噌を自分たちの手で作り、その味噌で味噌汁を作るなど、食育サポー

ターによる調理加工体験を行っています。作る楽しさと食べる喜び、また食べ物に対

する感謝の心を培うことを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

各学校の特色を生かした食育に関する体験活動 

学校では、それぞれの地域の特色を生かした体験活動を行っています。地域の方々

が学校応援団として教育活動に参画し、「食に関する指導」の支援を行っています。 

 

 

 

 

  

 

 

味噌作り体験 手作り味噌を使った調理 

お茶とのふれあい授業 餅つき大会 
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地引網体験 たけのこ掘り 

ボンタン狩り コマ打ちの体験 

あくまき作り 芋の苗植え 
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地産地消推進事業 

学校給食では、阿久根の海で獲れた新鮮な魚

や阿久根産の野菜・果物など地場産の食材を積

極的に使用した給食の献立提供に力を入れてい

ます。 

特に、「学校給食地産地消推進事業」では、

年３回、すべて阿久根産の食材を使った給食を

提供しています。阿久根市で肥育された出水地

区の最高級ブランド牛「華鶴和牛」を使った牛

丼やカレーライス、子供たちに大人気のサイコロステーキなどをはじめ、そら豆、ス

ナップえんどう、メロン、すいか、大将季、ジビエなど阿久根産の“おいしい”を農

家の方の協力をいただき、ふんだんに取り入れています。 

また、食材の紹介資料を提供したり、給食便りや給食時間の放送で紹介したりする

ことで、児童生徒の興味関心を深めています。今後も地産地消推進事業をきっかけに

地場産物の活用を進めるため、その実施内容をより実効性を高めるものへと検討を重

ねて、児童生徒へふるさと阿久根の魅力を伝えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

阿久根産の食材をおいしそうに頬張る児童 地場産物を使用した献立 
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グリーン（ブルー）・ツーリズム 

 豊かな自然に恵まれた本市において、地域の自然や歴史、文化、伝統、地域での営

み等の体験を通じて、交流人口の増加と地域振興に役立てることを目的としていま

す。 

また、修学旅行生の受入れも行っており、各受入家庭でタケノコ掘りや郷土料理作

りの体験等を通して、阿久根の魅力を伝えています。 

 

 

 

 

 
 

農村女性グループの推進活動 

阿久根市の食材の特徴を生かした食文化の伝承と地産地消の推進を目指し、阿久根

の農産物を活用し、様々な加工品の開発に取り組んでいます。また、イベント等での

販売を通して阿久根市の農産物を積極的にＰＲしています。 

今後も多くの商品開発を目指すとともに、手作りにこだわり、安心・安全な商品を

提供し、地産地消の推進に取り組みます。 

 

 

 

                  

 
「春の農業祭」での農産物及び加工品の販売 

キノコの菌床の準備 

様々な農産物で商品開発 

柑橘類の収穫体験 
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生涯学習講座（鶴翔高校連携講座） 

成人市民を対象として開設している生涯学習講座で、食育・地産地消に関する取組

として講座を開設しています。 

県立鶴翔高等学校と連携して開催している鶴翔高校連携講座では、鶴翔高校の先生

方の指導や施設を生かして、年度ごとに様々な食と農に関する講座を開設していま

す。 

あくねグルメ 

阿久根で採れる新鮮な食材を使用した食のイベントを開催しています。４月～５月

には『うにと阿久根の旬まつり』、９月～10月には『伊勢えび祭り』などを開催し、

多くの方に阿久根で水揚げされる食材のＰＲを行っています。 

地産地消としてだけではなく、観光面においても大きな存在となっており。『食』

のまち阿久根として、今後も阿久根の食の魅力をＰＲしていきます。 

 

 

 

 

毎年様々な講座を開設（料理教室、園芸教室など） 

うにと阿久根の旬まつり 伊勢えび祭り 
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ジビエの普及・活用 

狩猟や有害鳥獣として捕獲されたイノシシやシカを食肉として、有効活用を図って

います。イベントでのジビエ試食や給食でジビエ料理の提供をするなど、加工品開発

や販売を支援し、鳥獣被害対策や地域活性化に貢献できる取組を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ジビエとは？  

 ジビエとは狩猟で得た天然の野生鳥獣の食肉を意味する言葉で、 

ヨーロッパでは貴族の伝統料理として古くから発展してきた食文化です。 

シカ・イノシシの食肉処理施設「いかくら阿久根」では解体された肉は衛生

的に管理されているので安心して食べられます。 

ジビエを使用した料理教室 

「春の農業祭」でのジビエ試食・販売 

給食でジビエ料理の提供をした際の記事（広報あくね：令和６年３月号） 
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４ 目標数値と取組目標の方策について  

阿久根市の現状と食をめぐる今後の課題において、この目標数値を設定します。 

目標数値①：「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根市健康増進計画：令和３年３月改

定）」の計画年度に基づいた目標数値である。 

目標数値②：目標数値①を踏まえ、これを基に本計画の終期である令和 10 年度の目標数

値を掲げたものである。 

  目標数値 

 項  目 

現状数値 

（2019 年） 

（令和元年度） 

目標数値① 

（2025 年） 

（令和７年度） 

目標数値② 

（2028 年） 

（令和 10 年度） 

食 
 

 
 

育 

朝食を週４～５日以上食べ

る者の割合 

【中学生】 

【２０代男性】 

【３０代男性】 

 

 

93.8％ 

80.0％ 

94.1％ 

 

 

100％ 

85％ 

95％ 

 

 

100％ 

87.5％ 

95％ 

食事バランスガイドについ

て知っている人の割合 
38.7％ 50％ 55.1％ 

食育の推進に関わるボラン

ティア数（人数）※生活研

究グループ、食生活改善推

進員、農協女性部等 

205 人 ３％以上増 4.5％以上増 

地 

産 

地 

消 
意識して地場産物（阿久根

市産）を利用する人の割合 

 

36.6％ 40％ 43.35％ 

かごしま地産地消推進店の

登録店（県ＨＰより） 

７店舗  
８店舗 10 店舗 

学校給食における地場産物

（食材比ベース：野菜）の

利用割合 

52.2％ 55％以上 56.4％以上 

※４ 本数値（現状数値及び目標数値①）は、「第２次あくね元気プラン改訂版（阿久根

市健康増進計画：令和３年３月改定）」に基づいた数値である。 

※５ 本数値（現状数値）は、関係各課及びＪＡ鹿児島いずみからの報告による数値であ

る。 

※4 

※4 

※4 

※5 

※5 

（令和６年４月現在） 
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  取組目標の方策 

目標 具体的方策 

重

点

実

施 

継

続

充

実 

新

規

実

施 

関係機関 

楽しく食事

をしよう 

親子教室・子育て支援センターの

行事に「食」を取り入れる 
  ●   

福祉課・保育施設・こども保健

課 

小学生・中学生を対象におやこ食

育教室の開催 
  ●   

こども保健課・食生活改善推進

員・学校教育課 

家族・仲間と食事をする機会を増

やす 
  ●   

家庭・地域・保育施設・学校・

職場 

乳幼児健診時における保護者への

指導・家庭での実践 
  ●   

こども保健課・食生活改善推進

員・家庭 

自分の食事

の適量を理

解しよう 

学校給食を通じて、栄養と健康の

正しい知識を伝える 
  ●   

学校教育課・学校給食センタ

ー・小学校・中学校・PTA・学

校保健委員会 

家庭教育学級等で保護者に対して

「食」に関する教育・指導を行う 
  ●   

教育委員会・小学校・中学校・

PTA 

食事バランスガイドの普及・啓発

に努める 
  ●   

こども保健課・農政林務課・食

生活改善推進員・生活研究グル

ープ 

病態別の栄養指導の実施   ●   
こども保健課・食生活改善推進

員 

ヘルシー料理教室を開催する   ●   
こども保健課・食生活改善推進

員 

世代間交流の場を設ける   ●   
福祉課・さわやかクラブ（老人

クラブ）・保育施設・育成会等 

地域の味の

伝承や産物

を大切にし

よう 

地元産の食材を使った献立の作

成・普及（地産地消） 
●     

農政林務課・環境水産課・商工

観光課・食生活改善推進員・生

活研究グループ等 

給食に地産地消の導入（学校給食

地産地消推進事業等） 
  ●  

学校給食センター・保育施設・

小学校・中学校 

農業体験等食材にふれる場を設け

る 
●     

保育施設・小学校・中学校・農

政林務課・環境水産課・商工観

光課・各地域のむらづくり活動

等 

生産者側の顔が見える販売の工夫   ●   農政林務課・生活研究グループ 



（参考資料）

月
品目

らっきょう

阿久根の農産物の収穫時期

キャベツ

たまねぎ

なすび

ﾄｳﾓﾛｺｼ

はくさい

だいこん

紅甘夏

いちご

水　稲

ミニトマト
（施設）

ブロッコリー

温州みかん

にんじん

６月

文旦

ピーマン

かぼちゃ

オクラ

ゴーヤー

ばれいしょ

さつまいも

５月

実えんどう

スナップ

そらまめ

いんげん

きゅうり

たけのこ

不知火

ビワ

葉たばこ

大葉

キノコ類（ヒラタ
ケ・えのき茸等）

８月 ９月 １０月 １１月 １２月１月 ２月 ３月 ４月 ７月

貯蔵・販売可能期

貯蔵・販売可能期

貯蔵・販売可能期

貯蔵・販売可
能期間



（参考資料）

月
品目

イセエビ

タカエビ

アオリイカ

キビナゴ

サバ

ヒラメ

アカカマス

ムラサキウニ

タコ

阿久根の水産物の漁獲時期

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

マアジ

マダイ





参考資料 

かごしま地産地消推進店リスト 

 

店  名 所 在 地 電話番号 

Ａコープ あくね店 阿久根市波留 605 0996-72-2211 

Ａコープ 三笠店 阿久根市脇本 7498 0996-75-2114 

お食事のふるさと「十三」(とみ) 阿久根市港町 82-3 0996-72-1420 

寿しまどか  阿久根店 阿久根市赤瀬川 3866 0996-64-6266 

農園ガーデン空（テラスカフェ空） 阿久根市多田 454-2 0996-73-3685 

道の駅「阿久根」 
阿久根市大川

4816-6 
0996-74-1400 

遊膳ランチ風木の花 阿久根市脇本 615-3 0996-75-1182 

      

  

 

 

 

 

 

 

（令和６年４月現在） 

－かごしま地産地消推進店とは？－ 

県産農林水産物を積極的に活用して

いる飲食店等のことで、飲食店等におけ

る地産地消の取組拡大や県産農林水産

物の消費者への理解促進と消費拡大に

つなげることを目的としています。 

県産農林水産物を使用している飲食

店であれば登録できますので，随時新た

な登録店を募集しています。 

↑かごしま地産地消推進店が活用できるポスター 

←かごしま地産地消推進店が活用できるステッカー 











  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿久根市食育・地産地消推進計画（第４次） 

 

令和６年４月策定 

 

編集・発行：阿久根市農政林務課 

鹿児島県阿久根市鶴見町２００番地 

電話：０９９６－７３－１１４２ 


